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2020年4月13日 

社会学専修 2020年度ガイダンス資料 

 

１．科目履修のしかた 

１－１ 社会学専修のカリキュラム・マップ 

  千葉大学文学部社会学専修の学生は、図１のカリキュラム・マップにもとづいて、より基礎的な水準の科目から、

より高次の水準の科目に向けて、体系的に学んでいくことが求められます。以下１－２以降で、説明していきます。 

 

 図１ 行動科学コース社会学専修のカリキュラム・マップ 
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１－２ 卒業に必要な単位 

卒業のためには、千葉大学学則・普遍教育科目細則、千葉大学文学部規程・文学部履修要項（『文学部履修案内』

に記載）で決められた科目別の必要単位数を取得することが必要です。行動科学コースの学生（2019年度入学生）が

卒業のために必要となる単位数は、表1の通りです。 

 

表 1 文学部の定める行動科学コースの卒業必要単位数 
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※専門科目46単位について、講義科目26単位、演習・実習科目20単位をみたすことが必要。 

 

以下では、共通基礎科目と専門科目について説明します。 

共通基礎科目について 

1 年次に履修する必修科目（「人科入門」「社会学基礎」「哲学基礎」「心理学基礎」「認知情報科学基礎」「文化

人類学基礎」）の14単位が含まれます。 

  

専門科目について 

  社会学専修では、社会学を体系的に学ぶため、表２の通り、社会学専修の学生は必修としている科目がありま

す。これらを含めて、行動科学コースの専門科目から選択して必要な単位数を習得する必要があります。 

 

表2 社会学専修における必修科目一覧 
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１－３ 社会学専修における必修科目の積み上げについて 

１－２の表2であげた社会学専修の学生に必修としている科目は、2年次～4年次にかけて、下記の(1)～(4)の要件

に従って順番に履修することが必要です。このような履修方法は「積み上げ方式」とよばれています。 

(1) 「卒業論文」（4年次）は、「社会学演習 a・b」（3年次）、「社会学調査実習 a・b・c・d」（3年次）の単位を修

得していなければ履修できない。 

(2) 「卒業論文特別演習a・b」（4年次）は、「社会学演習a・b」（3年次）、「社会学原書講読aまたはb」（3年次）

の単位を修得していなければ履修できない。 

(3) 「社会学演習 a・b」（3年次）は、「社会学研究法 a・b」（2年次）および「社会学概説 aまたは b」（2年次）

の単位を習得していなければ履修できない。 

(4) 「社会学調査実習a・b・c・d」（3年次）および「社会学データ分析演習a」（3年次）は、「社会調査概説a・b」

（2年次）の単位を修得していなければ原則として履修できない。 

 

 図２ 社会学専修における必修科目の積み上げについて 

 （演習系）   （調査系）     （講義系）   （購読系） 

 

1年生          社会学基礎 

 

2年生  社会学研究法  社会調査概説    社会学概説aまたはb  

 

3年生  社会学演習  社会調査実習＋社会学データ分析演習   社会学原書講読aまたはb  

 

4年生   卒業論文特別演習 

 

  卒    業    論    文 

 

 

 

 

２．演習系科目の流れと卒業論文の準備 

２－１ 演習系科目の概要 

社会学研究法（2年次） 

2名の教員で受講生を2グループに分けて実施します。 

社会学演習（3年次） 

4年生と合同で実施され、3年時点における卒論構想の発表などを行います。 

各ゼミへの振り分けは、前期は機械的に行い、後期は10月の報告会でのテーマにもとづいて教員が決定します。 

3回ある「報告会」への出席・報告も成績評価に含まれます。 

卒業論文特別演習（4年次） 

4年次当初の希望等にもとづいて決定された「主査」のゼミに所属し、3年生との合同でゼミに参加します。 

3回ある「報告会」への出席・報告も成績評価に含まれます。 

※矢印は積み上げ関係（下位科目の履修が前提となっているもの）を示す。 
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２－２ 報告会 

 卒業論文テーマ報告会（3年次） 

  後期の始めに卒業論文のテーマに関してレポートを作成し、それにもとづいて報告します。 

 卒業論文構想報告会（4年次） 

  前期の始めに卒業論文の構想・計画・途中経過等についてレポートを作成し、それにもとづいて報告します。 

 卒業論文発表（4年次） 

  定められた期日（1月上旬～中旬）に卒業論文を提出し、それにもとづいて発表します。 

 

 2年生   3年生   4年生 

 

4月         ４年生卒業論文構想報告会 （４月中旬） 

        ［出席］       ［報告とレポート提出］ 

        主査の決定・ゼミ振り分け 

 

   社会学研究法a    社会学演習a      卒業論文特別演習a 

 

7月  

          夏 期 休 暇 

 

10月      ３年生卒業論文テーマ報告会（10月上旬） 

  ［出席］      ［報告とレポート提出］     ［出席］ 

      所属ゼミ振り分け 

 

   社会学研究法b    社会学演習b   卒業論文特別演習b 

 

1月          ［卒業論文提出］ 

 

2月     卒 業 論 文 発 表 （2月） 

   


